
１　在留外国人数

国・地域 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

韓国 124,167 120,889 118,398 114,373 106,368 104,102 102,147 100,430 98,350 94,447 90,873 89,305

朝鮮※1 5,495 5,220 4,943 4,754 4,472 4,301 4,148 4,001

中国 52,392 50,585 50,328 51,121 52,856 56,217 60,024 63,315 68,617 67,229 64,185 69,101

台湾※2 2,460 3,546 4,198 5,346 5,951 6,620 7,058 7,594 6,285 5,516 6,070

ベトナム 3,411 3,857 5,131 6,958 10,494 14,260 19,789 25,641 34,603 39,184 39,836 47,577

フィリピン 6,177 6,016 6,220 6,524 6,853 7,331 7,895 8,471 9,319 9,390 9,247 10,173

米　国 2,575 2,518 2,598 2,674 2,820 2,909 2,999 3,140 3,304 3,128 3,032 3,404

ブラジル 3,001 2,709 2,641 2,485 2,464 2,471 2,531 2,689 2,829 2,769 2,693 2,731

タイ 1,888 1,806 1,888 1,903 2,009 2,124 2,319 2,474 2,675 2,656 2,395 2,761

インドネシア 1,254 1,296 1,473 1,603 1,949 2,364 2,713 3,164 3,866 3,981 3,795 6,361

ネパール 864 951 1,114 1,287 1,570 2,025 2,537 3,053 3,775 4,130 4,622 10,069

ミャンマー 111 111 122 189 294 449 638 797 1,183 1,523 1,502 2,919

その他 10,484 10,090 10,462 11,032 11,630 12,233 13,319 14,127 15,307 14,791 14,313 17,977

合　計 206,324 203,288 203,921 204,347 210,148 217,656 228,474 239,113 255,894 253,814 246,157 272,449

各年12月31日現在　（出典：法務省「在留外国人統計」「登録外国人統計」）

大阪府の主な国籍・地域（出身地）別　在留外国人数の推移

　 令和4年12月31日現在の大阪府内の在留外国人数は272,449人であり、府の人口の3.1％にあたる。（大阪府人口：8,785,211人「大阪府毎月推計

人口」（令和4年12月1日現在）による）

　 在留外国人数を国籍・地域別にみると、韓国・朝鮮籍が全体の34.3％を占めるが、数および全体に占める割合は年々減少している。中国・台湾籍

の全体に占める割合は、令和3年より5,470人増の27.6％、ベトナム籍は令和3年より7,741人増の17.5％を占める。

 　また、令和3年から急激に増加しているネパール籍は、前年比217.8％増、ミャンマー籍は前年比194.3％増となった。

※１　法務省の分類に基づき、平成27年12月末在留外国人統計から、「韓国・朝鮮」に係る表記を、「韓国」、「朝鮮」と区別し表記することとした。なお、在留外国人
　　　　統計における「朝鮮」は国籍を示すものとして用いているものではない（注）。
　（注）在留外国人統計における「国籍・地域」は、在留カード等の「国籍・地域」欄の表記を基に作成しており、朝鮮半島出身者及びその子孫等で、韓国籍を始めい
　　　　ずれかの国籍があることが確認されていない者は、在留カード等の「国籍・地域」欄に「朝鮮」の表記がなされている。
※２　法務省の分類に基づき、平成23年末までの外国人登録者数に係る統計では、台湾を中国に含めていたが、新しい在留管理制度で交付される在留カード及び
　　　　特別永住者証明書では、国籍・地域欄に「台湾」と表示することとなったため、平成24年末から中国とは別に集計することとした。
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２　在留資格別外国人数・外国人労働者数

大阪府の在留資格別外国人数

高度
専門職

技術・人
文知識・
国際業
務

特定
技能

技能
実習

留学
家族
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永住者
日本人
の配偶
者等

定住者 その他

平成30年 239,113 82,996 156,117 390 18,500 - 13,314 29,708 11,107 3,778 50,449 9,080 9,409 10,382

令和元年 255,894 80,516 175,378 585 23,590 103 18,833 32,131 13,132 3,935 52,702 9,235 9,625 11,507

令和２年 253,814 78,256 175,558 684 24,782 787 18,541 27,871 13,503 5,245 54,485 9,177 9,354 11,129

令和３年 246,157 75,819 170,338 749 23,934 2,646 14,316 21,968 14,087 7,168 56,209 8,990 9,229 11,042

令和4年 272,449 73,703 198,746 923 26,516 7,811 17,247 33,108 18,304 4,533 58,576 8,995 9,242 13,491

各年12月31日現在　（出典：法務省「在留外国人統計」）
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３　外国人留学生数

全国

人数（人） 全国比(％) 人数（人）

平成30年 2,598 10.0 25,942

令和元年 3,213 10.4 30,947

令和２年 3,091 10.4 29,689

令和３年 2,673 9.4 28,974

令和４年 3,129 9.2 33,415

（出典：法務省「留学生等の日本企業への就職状況について」）

※「留学」の在留資格を有する外国人が我が国の企業等への就職を目的として行った在留資格変更許可申請に対して許可された数。
　 平成２４年までは，在留資格「留学」から就労資格への変更申請に係る処分数を対象にしていたが，平成25年以降は「留学」に加えて「特定活動（継続就
   職活動中の者，就職内定者等）」の在留資格から就労資格への変更申請に係る処分数も対象としている。

 （２） 大阪府の外国人留学生の就職状況

　大阪府に所在する企業等に、令和４年に就職した留学生は3,129人（対前年比117.1％）であり、東京についで全

国２位であった。

就職先企業等の所在地別許可人員の推移

大阪府

 （１） 外国人留学生数の推移

令和４年５月１日現在の府内の留学生数は21,190人（対前年比 593人（2.7%）減）で、東京に次ぐ全国２位である。

また、出身地域では、特に中国からの留学生が多く、全体の約38％を占める。２位ベトナム（27％）、３位ネパール

（９％）、４位に韓国（５％）と続き、４地域で全体の79％を占める。

外国人留学生数の推移 大阪府の外国人留学生出身地域

（出典：（独）日本学生支援機構「2022（令和4）年度外国人留学生在籍状況調査結果」）

※日本語教育機関における外国人留学生を含む。



４　外国人児童・生徒数

単位：（人）　

外国人 児童・生徒 外国人 児童・生徒 外国人 児童・生徒 外国人 児童・生徒

児童・生徒数 総数 児童・生徒数 総数 児童・生徒数 総数 児童・生徒数 総数

小学校 4,658 433,013 4,962 427,884 5,389 422,433 5,469 416,847

中学校 2,017 221,426 2,013 220,342 2,024 221,610 2,085 219,494

高校（※） 1,350 220,504 1,354 214,115 1,194 207,262 1,253 202,876

計 8,025 874,943 8,329 862,341 8,607 851,305 8,807 839,217

※高校は全日制及び定時制の合計
各年５月１日現在　 (出典：大阪府「大阪の学校統計」）

令和３年

大阪府内　外国人児童・生徒数の推移

令和４年５月1日現在、府内の小学校・中学校・高校に在籍する外国人生徒は8,807人で、全体の約1.0% であった。

令和４年令和元年 令和２年



５　観光・国際会議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（出典：大阪府府民文化部都市魅力創造局企画・観光課）

 （１） 来阪外国人旅行者数の推移

　令和４年に日本を訪れた外国人旅行者数は3,832,110人（前年比1,559％）で、回復基調にあるが新型

コロナウイルス感染症拡大以前との比較では発展途上にある。

外国人旅行者数の推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※令和２年以降は大阪のデータなし

【参考】令和元年　出身地別来阪外国人旅行者数

（万人） （人）



※①参加総数が50名以上、②参加国が日本を含む3か国以上、③開催期間が１日以上の会議をいう。

23 1.0%

令和３年

240

（出典：日本政府観光局(JNTO)「国際会議統計」）
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（２） 大阪府の国際会議開催件数の推移

平成30年

251

大阪府内における国際会議※の開催件数の推移

　令和２年以降、大阪府内における国際会議※の開催件数は、新型コロナウイルス感染症の影響により減少しており、令和４年は21件となっ
ている。
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６　産業

　令和４年度の国際線旅客数は

5,138,142人（対前年比27倍）で、前

年に比べに大幅に増加した。うち日

本人は1,142,461人（同９倍）、外国人

は3,981,507人（同28倍）であった。

　 国内線旅客数は6,357,351人（対前

年比３倍）で、前年に比べ増加した。

関西国際空港における貨物取扱量の推移

　令和４年度の国際貨物取扱量は、

753,697ｔ（対前年比121%）、国内貨物

取扱量は8,536t（同203%）で、ともに

前年に比べ増加した。

（関西エアポート株式会社　「関西国際空港　利用状況」を基に作成）

 （１） 関西空港の航空機発着回数、航空旅客数及び貨物取扱量

関西国際空港における航空機発着回数の推移

関西国際空港における航空旅客数の推移

　令和４年度の国際線発着回数は

56,448回（対前年比157%）で、令和元

年度の約38％まで回復した。うち貨

物便は25,667回（同91%）、旅客便は

29,730回（同485%）で、旅客便は大幅

に増加した。

　国内線発着回数は51,463回(対前

年比145%）で、前年に比べ増加した。



　 令和４年における大阪府内の貿易港※の輸出額は12兆8,805億円、輸入額は13兆7,264億円

で、ともに前年に比べ増加した。全国シェアの輸出、輸入ともに減少した。

府内貿易港の輸出入額の推移

 （２） 府内貿易港の輸出入額の推移

（出典：財務省「貿易統計」、大阪税関「外国貿易年表」）

                                                ※大阪府内の貿易港：大阪港、堺泉北港、阪南港、関西空港


